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普天間飛行場の危険性除去について

～沖縄からグアムへの海兵隊移転と普天間飛行場の危険性除去～

日時：2010年3月17日（水）
場所：宜野湾市役所

宜野湾市長 伊波 洋一
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実際の米軍機
飛行ルート
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２００４年８月１３日
沖縄国際大学への米軍CH-53D型ヘリ墜落事故発生

2004年8月13日
沖縄国際大学への米軍CH-53Dヘリ墜落事故は
宜野湾市民にとって基地が隣接するが故の危険性
を証明することになり、普天間飛行場の運用の停止
・早期の返還を求めている

１．
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市に寄せられた基地被害110番の声
[ 例 ]

■ヘリコプターが5分おきに自宅を通過する
■夜中の1:30ですが、米軍機がうるさい。
■子どもがミルクも飲まないし、寝付かない。
■また墜落するのではないかと思った。

普天間飛行場から派生する市民生活への被害実態２．

宜野湾市住宅地上空を旋回するCH-46ヘリ 普天間第二小学校上空を飛行する米軍機

年度別　基地騒音等に対する市民苦情　集計グラフ
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市街地に隣接する普天間飛行場での米軍機訓練の増加３．

住宅地上空を飛行するF18戦闘機 住宅地域を低空で着陸する
KC-130空中給油機

病院上空も飛行するCH-46ヘリ

住宅地上空を6機編隊飛行するするCH-46ヘリ

１９９７年－２００７年度別　航空機騒音発生回数　集計グラフ
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